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【年通号数】公開・登録公報2016-061
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/06     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月14日(2018.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鼻カニューレ等の患者インタフェースであって、
　使用者（好ましくは使用者の顔等）の上に配置される本体
を備え、
　前記本体が、一対の鼻プロングを含み、各鼻プロングが、呼吸用ガスの供給源と流体連
通するように各鼻プロングに流体接続されることが可能な内腔を含み、各鼻プロングが、
前記使用者の鼻の両方の鼻孔内に挿入される構成であるか、あるいは両方の鼻孔にガス流
を向けるかのいずれかであり、
　前記本体が、前記患者インタフェースの少なくとも第１領域が受ける力または動きある
いは両方に応答する少なくとも１つの要素を含み、
　前記少なくとも１つの要素は、前記一対の鼻プロングの両側に少なくとも１つの外側要
素を含む、患者インタフェース。
【請求項２】
　前記要素が、前記インタフェースの少なくとも別の領域に伝達されないように、前記イ
ンタフェースの少なくとも第１領域に加えられる力または動きあるいは両方の伝達の低減
を促進する、及び／又は
　前記一対の鼻プロングの両側の前記又は各外側要素は、前記一対の鼻プロングから間隔
が空いている、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項３】
　前記要素が、前記少なくとも第１領域が受ける前記力または前記動きあるいは両方を局
所化するように応答する、請求項１または２に記載のインタフェース。
【請求項４】
　前記要素が、前記少なくとも第１領域から前記患者インタフェースの少なくとも１つの
他の領域への前記力または前記動きあるいは両方の伝達を最小限にするかまたは防止する
ように応答する、請求項１～３のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項５】
　前記要素が、前記一対の鼻プロングを前記使用者の鼻の両方の鼻孔に挿入される前記構
成で、または前記使用者の鼻の両方の鼻孔にガス流を向ける構成で維持するように応答す
る、請求項１～４のいずれか一項に記載のインタフェース。
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【請求項６】
　前記応答が、前記一対の鼻プロングが、前記プロングが向けられる使用者の鼻の前記鼻
孔内にまたはそれに隣接して安定した位置を維持するようなものである、請求項１～５の
いずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項７】
　前記インタフェースの少なくとも第１領域が受ける前記力または前記動きあるいは両方
が、
　前記鼻プロングと前記患者インタフェースの本体との間の加えられた力または動き、あ
るいは
　前記患者インタフェースの前記本体と前記鼻プロングとの間の加えられた力または動き
のいずれかまたは両方である、請求項１～６のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項８】
　前記要素が、前記インタフェースの少なくとも前記第１領域が受けている前記力または
前記動きあるいは両方に応答して変形可能であるかまたは変形する、請求項１～７のいず
れか一項に記載のインタフェース。
【請求項９】
　前記要素が、前記インタフェースの少なくとも前記第１領域が受けている、加えられた
力または動きあるいは両方に応答して所定のまたは優先的な変形モードを有する、請求項
１～８のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項１０】
　前記要素が、圧縮または引張またはねじりまたは曲げまたは他のたわみのうちの１つま
たは組合せによって変形可能である、請求項１～９のいずれか一項に記載のインタフェー
ス。
【請求項１１】
　前記要素が、形状の変化、位置の変化、構成の変化または変形のうちの１つまたは組合
せによって、前記インタフェースの少なくとも前記第１領域が受ける前記力または動きあ
るいは両方に応答する、請求項１～１０のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項１２】
　前記要素が、
　ヒンジ、ピボット、関節継手あるいは前記本体または前記本体に関連する部分の関節接
続された部分、スイベル、ボール－ソケット型継手、ピン－イン－バレル型継手
のうちの１つまたは任意のものの組合せを備える、請求項１～１１のいずれか一項に記載
のインタフェース。
【請求項１３】
　前記要素が、前記インタフェースの他の部分より比較的可撓性の低い材料、前記インタ
フェースの他の部分より比較的可撓性の高い材料、力または動きが加えられるときに、前
記加えられた力または動き（あるいは両方）に対する抵抗を増大させることにより、また
は前記加えられた力または動き（あるいは両方）に対する抵抗を低減させること等により
、変化する特性を有する材料、または前記加えられた力または動き（あるいは両方）に応
答して弾性変形可能な材料、または特定のもしくは所定の形状で優先的に変形可能である
が、他の特定のもしくは所定の形状では変形に対して任意選択的に抵抗し得る材料のうち
の１つまたは任意のものの組合せを含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載のインタ
フェース。
【請求項１４】
　前記要素が、
　ピボット（もしくはスイベル）、または枢動（もしくは旋回）することができる領域、
あるいは
　ヒンジもしくは蝶番領域、または前記インタフェースの別の構成要素もしくは前記イン
タフェースの別の領域に対して蝶番式に取り付けられることが可能な領域、あるいは
　関節もしくは関節継手、または関節運動することができる領域
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のうちの１つまたは複数である、請求項１～１３のいずれか一項に記載のインタフェース
。
【請求項１５】
　前記要素が、前記インタフェースの少なくとも１つの他の領域に伝達されないように、
前記インタフェースの少なくとも前記第１領域に加えられる力または動き（あるいは両方
）の分離を提供する、請求項１～１４のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項１６】
　前記要素が、少なくとも１つの軸を中心にまたは少なくとも１つの平面において変形可
能である、請求項１～１５のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項１７】
　前記要素が、優先的な第１形状の周囲で変形可能である、請求項１～１６のいずれか一
項に記載のインタフェース。
【請求項１８】
　前記一対の鼻プロングの外側に配置された２つ以上の要素がある、請求項１～１７のい
ずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項１９】
　要素が、前記力または動き（あるいは両方）に対して結合された応答を提供するように
互いに接続されている、請求項１～１８のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項２０】
　各要素が、異なるモードで前記力または動き（あるいは両方）に応答することができ、
それにより結合された応答を提供する、請求項１～１９のいずれか一項に記載のインタフ
ェース。
【請求項２１】
　要素が、結合された応答もしくは前記結合された応答を提供するように、互いに、また
は前記インタフェースの他の部分に動作可能に結合されている、請求項１～２０のいずれ
か一項に記載のインタフェース。
【請求項２２】
　前記要素のうちの少なくとも１つまたは前記要素の各々が、
　隔離体または隔離領域、
　吸収体または吸収領域、
　抑制体または抑制領域、
　あるいは、前記患者インタフェースの少なくとも第２領域または別の領域に伝達されな
いように、前記患者インタフェースの少なくとも第１領域に与えられた力または動きに対
する反作用応答を提供する任意の他の構造または機構
のうちの１つまたは複数として提供される、請求項１～２１のいずれか一項に記載のイン
タフェース。
【請求項２３】
　前記応答が、使用者による使用中に前記患者インタフェースの少なくとも１つの他の領
域に伝達されないように、少なくとも前記第１領域に与えられた前記力または動きの隔離
または吸収または抑制または低減のうちの少なくとも１つ（または組合せ）である、請求
項１～２２のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項２４】
　前記要素が、優先的な形状または次元で変形するかまたは変位するように予め形成され
ている、請求項１～２３のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項２５】
　前記要素が、前記インタフェースの前記本体を形成する材料または構成要素の優先的な
曲げまたはたわみまたはよじれまたはねじり、あるいは優先的なまたは所定の枢動または
伸長または圧縮を促進する、請求項１～２４のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項２６】
　前記一対の鼻プロングの間のブリッジ領域が、力または動きあるいは両方に応答するブ
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リッジ要素を含み、力または動きあるいは両方に応答して前記ブリッジ領域の移動を容易
にする、請求項１～２５のいずれか一項に記載のインタフェース。
【請求項２７】
　前記ブリッジ要素が、左本体部分と右本体部分との間にブリッジとして配置されたかま
たは位置付けられた蝶番部分であり、前記本体部分の各々が、使用者の顔の上に配置され
るインタフェースの前記本体をあわせて形成し、前記蝶番部分が、前記本体の少なくとも
第１領域または前記本体の一部が前記使用者の顔の形状の変化からもたらされる力または
動き（あるいは両方）を受けることに応答して、優先的な変形の領域を提供する、請求項
２６に記載のインタフェース。
【請求項２８】
　使用者の顔の形状に実質的に沿うかまたは適合し、それにより、前記要素が、前記イン
タフェースを使用者に対して好ましい治療送達構成で実質的に維持するように前記力また
は動き（あるいは両方）に応答する、請求項１～２７のいずれか一項に記載のインタフェ
ース。
【請求項２９】
　前記要素は、矢状面を中心に対称的に、前記一対の鼻プロングの両側に互いに対向して
配置される、請求項１～２８のいずれか一項に記載のインタフェース。
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